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研究成果の概要（和文）： 

里山の変化とそれが我が国の生物多様性におよぼした影響を明らかにし、優先して保全再生す
べき里山の抽出と管理について検討した。日本全土での里山の分布や都市拡大による消失リス
クを、国土数値情報を用いて抽出する手法を開発した。絵図等により，江戸時代にマツを中心
とする植生景観が維持されていたことを明らかにした。里山の管理手法に活かすため、従来の
管理が生態系におよぼしてきた影響を整理した。里山の生態系サービスの景観評価手法に関し
て検討した。 

研究成果の概要（英文）： 
By the studies on the changes in Satoyama landscape and their effects on biodiversity 
in Japan, priority of the local Satoyama for conservation was assessed and 
management methods were developed. Satoyama landscapes in Japan was classified 
and mapped. Risks of Satoyama landscape endangered by urban sprawl and by 
depopulation were analyzed using GIS. We traced the history of urban and suburban 
vegetations in Edo period (1600-1867) by old paintings. Ecosystem services of 
Satoyama landscape were assessed. 
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１．研究開始当初の背景 

新・生物多様性国家戦略では、わが国におけ
る生物多様性の３つの危機のひとつとして、
里山（以下里地を含めて里山とする）の荒廃
等の人間活動の縮小や生活スタイルの変化
に伴う影響があげられている。また、21 世紀
環境立国戦略では、自然共生の智慧を
「SATOYAMA イニシアティブ」として発信
することや、未来に引き継ぎたい重要な里山
についての検討と保全リーディングプロジ
ェクトの推進が掲げられている。このように

里山の再生は我が国の自然にとって重要で
あると考えられている一方で、人間による撹
乱の減尐によって、自然本来の生態系が回復
するのを見守るべきであると言う考え方も
存在する。しかし、尐数の絶滅危惧種に関す
る研究はなされているものの、里山が我が国
の生物多様性保全上果たしてきた役割や里
山への働きかけが縮小することによる生物
多様性のリスクについて科学的で総合的な
研究はなされていない。 

 このような中で、国連大学高等研究所を中
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心として、国連ミレニアム生態系評価のサブ
グローバル評価を我が国で実施する準備が
なされ、そのテーマが里山里海とされている。 

しかし、日本全体のランドスケープのパター
ンとその機能について、共通した方法で比較
研究した経験はない。我が国の里山は、地形
の複雑さから起因する独特のモザイクラン
ドスケープが特徴的であり、独自の土地分類
手法を確立する必要がある。 

 

２．研究の目的 

里山ランドスケープの変化とそれが我が国
の生物多様性におよぼした影響を明らかに
し、今後優先して保全あるいは再生すべき里
山の抽出の手法を開発する。細目は、(1) 里
山の生物多様性保全上の意義、(2) 指標化と
評価、(3) 変化と将来予測、(4) 保全や再生の
ための技術の整理である。 

 

３．研究の方法 

空間的特性の抽出には、国土スケールでは、
国土数値情報や自然環境保全基礎調査デー
タを用いた。局所スケールでは空中写真と
現地調査によって植生分類やイベントの抽
出を行った。時系列変化は、複数時期にわた
って作成された地形図，空中写真などを GIS
を用いて統合し，過去 50年から 100年間の
景観変遷について明らかにした。さらに長期
にわたる変化は、絵図や古文書を用いた推定
を行った。分析された里山の変化の現代的な
意味ととられている政策対応について文献
を整理した。 
 
４．研究成果 
集落近くの森林は、焼き畑によるパッチ状の
伐採や炭材採取のための萌芽更新、薪の採取
や肥料のための枝葉や落葉の採取がなされ
た。そのため植生遷移が止められ、落葉広葉
樹林やアカマツ林が維持された。その一方で、
地域的には過剰利用によって、自然の劣化を
引き起こした。特に、瀬戸内海地方や滋賀県
南部、京都府南東部、大阪府北東部では、花
崗岩や粘土層といった地質的要因もあって、
明治時代から 1950 年代ころまで、はげ山や
それに近い低木林とされた。また、江戸時代
には、商品作物の導入により、里山の自給的
な性格が失われた地域も多かった。 
 過去 50 年間には、経済の仕組みが大きく
変化した。それにともなって、農業生産や里
山での生活は、狭い範囲の生態系サービスに
依存するのでなく、世界に依存するよう変化
した。例えば、燃料は裏山の薪でなく、輸入
した石油やガスに変わり、肥料も刈敷でなく
輸入されたリン鉱石から作られた化学肥料
に変わった。さらに、より多くの現金収入の
得られる工業部門へと労働力が流れ、中山間
地での過疎と都市の人口増加をもたらした。

その過程で、都市に飲み込まれる里山と森に
還る里山の２極が生じた。その結果、生物多
様性のいわゆる第一の危機（都市化／オーバ
ーユース）と第二の危機（アンダーユース）
の双方が課題となった。 
 生態系サービス間のトレードオフについ
ても、いくつかの知見が得られた。草地の供
給サービスである放牧やカヤ利用の減尐は、
草地での植林や遷移による森林化をもたら
した。湿地・氾濫原の干拓によって、水田
米作のめぐみが増加した反面、淡水生態系
のめぐみが失われた。これらのトレードオ
フは、人間の複利の増加のために、計画的
になされた。しかし、人口の増加から減尐
への変化や貿易政策の変化によって、増加
した生態系サービスが、人間の福利に結び
つかなくなった。 
 こうした変化への対応には、規制、対症療
法、影響緩和策、新たな生態系サービス利用
を目指すものなどに分けられる。また、メカ
ニズムの点では、条例や規制によるもの、行
政によるインセンティブ、幅広いセクター間
の協働などに分けられる。新たな試みの実行
と成果の検証のためには、現在の里山と農山
村がもっと、そのような試みにオープンとな
る必要がある。過疎高齢化に伴い、管理放棄
地主、不在地主、立木処分権、モザイク的な
所有査読、がますますネックとなっているの
が現実である。官と民だけでなく、新たな
「公」を含めて、現実的な対応のための整理
が鍵となろう。 
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